
と
し
て
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
先
遣
隊
が
入
所
し
た
五
月
一
日
は
、
金

木
町
芦
野
公
園
で
は
観
桜
会
初
日
で
あ
っ
た
。
同
年
の
五
月
五
日
ま
で
に

待
機
し
て
い
た
全
隊
員
の
入
所
が
完
了
し
た
。
入
所
を
完
了
し
た
若
者
ば

か
り
の
隊
員
は
毎
日
芦
野
公
園
に
出
か
け
、
桜
の
満
開
に
酔
い
し
れ
、
改

め
て
金
木
町
の
自
然
の
美
し
さ
を
感
じ
取
っ
た
。
 

当
時
敗
戦
国
は
日
本
の
社
会
は
非
常
に
治
安
が
乱
れ
て
お
り
、
町
内
に

は
食
糧
も
な
く
水
田
農
家
で
さ
え
米
の
供
出
で
苦
し
ん
で
い
た
。
強
権
発

動
す
る
政
府
の
役
人
が
家
々
を
調
べ
て
回
っ
た
。
隅
々
』ま
で
調
べ
ら
れ
、
 

隠
し
て
あ
る
米
は
少
し
の
量
で
も
摘
発
さ
れ
供
出
さ
せ
ら
れ
る
。
米
農
家

で
さ
え
米
が
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
食
糧
、
衣
類
、
履
き
物
全
て
、
物
と

い
う
も
の
は
全
く
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
住
宅
な
ど
手
に
は
い
る

は
ず
が
な
い
。
町
内
に
生
活
す
る
人
々
は
食
糧
を
求
め
て
片
田
舎
の
農
村

に
食
べ
る
も
の
を
求
め
、
ヤ
ミ
の
担
ぎ
屋
が
あ
ふ
れ
る
激
動
の
社
会
だ
っ

た
。
水
田
農
家
で
も
米
を
供
出
し
、
馬
鈴
薯
や
南
瓜
な
ど
を
主
食
に
す
る

家
も
あ
っ
た
頃
で
あ
る
。
 

私
た
ち
開
拓
者
も
同
様
に
馬
鈴
薯
や
南
瓜
を
、
開
墾
す
る
と
す
ぐ
作
付

け
し
た

0
修
練
中
の
四
月
ま
で
の
一
年
だ
け
安
い
公
務
員
並
み
の
月
給
が

支
給
さ
れ
た
が
二
年
後
食

糧
増
産
隊
開
拓
は
解
散
し
開
拓
農
家
と
な
り
、
 

本
当
の
苦
し
い
生
活
が
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
度
は
自
分
達
で
考
え

て
生
計
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
自
分
た
ち
の
実
家
か
ら
米
を
貰
っ

て
こ
ら
れ
る
人
は
ま
だ
恵
ま
れ
た
方
で
、
親
も
身
寄
り
も
な
い
人
は
自
分

で
原
野
を
開
墾
し
、
木
を
切
っ
て
薪
を
作
り
売
っ
て
現
金
収
入
に
し
た
り

し
た

o
ま
た
、
当
時
小
豆
が
高
く
売
れ
る
の
で
小
豆
を
作
付
け
す
る
者
も
 

多
く
、
米
の
三
倍
も
の
値
段
で
売
れ
る
と
き
も
あ
り
、
赤
い
ダ
イ
ヤ
と
言

わ
れ
た
。
米
と
交
換
す
る
者
や
菜
種
が
高
値
だ
と
言
っ
て
菜
種
を
作
付
け

し
た
者
も
か
な
り
い
た
が
、
三
十
年
代
に
な
る
と
現
金
を
求
め
て
開
拓
者

達
も
関
東
方
面
な
ど

へ
出
稼
ぎ
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
り
、
離
農
す
る
者

も
い
た
り
し
て
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
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今
、
六
十
年
前
を
思
い
出
し
戦
争
に
敗
れ
た
、
言
う
な
れ
ば
敗
残
兵

だ
っ
た
者
が
、
開
拓
食
糧
増
産
隊
と
な
り
、
開
拓
と
食
糧
増
産
の
国
策
を

担
っ
た
の
で
あ
る
。
月
日
は
過
ぎ
、
懐
か
し
い
当
時
の
仲
間
達
は
、
あ
る

者
は
す
で
に
鬼
籍
に
入
り
、
ま
た
、
あ
る
者
は
存
命
は
し
て
い
る
も
の
も
、
 

と
う
の
昔
に
離
農
し
て
い
る
。
今
や
当
時
を
知
る
も
の
は
私

一
人
と
嘉
瀬

在
住
の
小
山
内
勝
美
の
た
っ
た
二
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
土
地
を

去
っ
た
者
、
こ
の
世
に
す
で
に
生
存
し
て
い
な
い
者
数
多
く
あ
り
、
か
く

言
う
私
も
八
十

一
歳
を
越
え
た
。
 

遠
い
昔
の
若
い
頃
、
誓
っ
た
言
葉
が
あ
る
の
で
記
す
。
 

開
拓
者
精
神
招
魂
の
誓

い
 

つ
 
重
い
開
墾
鍬
手
に
山
林
、
原
野
に
突
撃
 

つ
 
山
砕
け
て
も
心
砕
け
じ
 

つ
 
木
枯
れ
て
も
心
枯
れ
じ
 

つ
 
手
老
い
て
も
心
は
老
い
じ
 

つ
 
木
倒
れ
て
も
心
は
倒
れ
じ
 

川
倉
ニ
、
三
男
分
家
開
拓
団
 

（仮
称
下
町
地
区
）
十
一
戸
 

昭
和
二
十

一
年
川
倉
七
タ
野
大
原
野
東
南
地
区

（
大東
農
園
北
隣
り
）
 

に
金
木
町
白
川
長
左
衛
門
の
溜
池
の
土
手
か
ら
約
百
五
十
メ
ー
ト
ル
北
に

位
置
す
る
場
所
で
あ
る
。
川
倉
の
二
、
三
男
、
分
家
と

い
う
入
植
者
が
ほ

と
ん
ど
の
地
区
で
あ
る
。
最
初
の
入
植
者
、
葛
西
武

一
、
白
川
喜
乃
丞
、
 

増
田
安
雄

e
三
名
が
小
さ
な
小
屋
を
立
て
生
活
を
始
め
て
い
た
。
特
に
葛

西
家
は
子
供
が
四
人
に
両
親
二
人
、
計
六
人
の
暮
ら
し
で
苦
労
の
連
続
の

日
々
で
あ
っ
た
。
食
糧
も
乏
し
く
衣
類
も
手
に
入
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
葛
西
氏
は
小
さ
な
小
屋
か
ら
金
木
町
駅
前
の
小
運
搬
組
合
へ
通
勤
し
て

い
た
。
当
時
葛
西
氏
は
事
務
局
を
さ
れ
て
い
た
。
元
警
察
官
出
身
で
頭
脳

明
断
な
方
で
あ
っ
た
し
、
近
所
の
人
や
青
年
増
産
隊
が
立
ち
寄
っ
て
も
、
 

快
く
応
対
し
て
く
れ
る
敬
愛
の
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
十
五
年
頃
に
は

工
藤
銀
治
郎
、
白
川
勝
義
、
斉
藤
勝
雄
、
秋
元
孝
之
進
、
荒
関
甚
七
、
工

藤
敏
義
が
入
植
。
樺
太
よ
り
引
揚
者
の
和
田
新
八
郎
、
高
橋
清
治
が
入
植
、
 

こ
の
こ
ろ
に
は
住
宅
も
建
設
さ
れ
る
。
和
田
家
で
は
住
宅
資
金
を
直
接
現

金
で
受
け
取
り
、
自
力
で

一
回
り
大
き
め
の
家
を
建
設
し
た
。
和
田
、
高

橋
両
家
で
は
、
子
供
が
社
会
人
の
人
も
数
人
い
て
労
働
力
も
あ
っ
た
。
こ

の
下
町
地
区
で
二
十
七
年
春
、
朝
六
時
頃
荒
関
家
で
部
落
最
初
の
火
事
が

起
き
る
。
荒
関
氏
本
人
が
大
火
傷
を
負
い
病
院
へ
、
五
歳
の
長
男
が
亡
く
 



大
正
月
も
過
ぎ
小
正
月
近
く
に
な
る
と
、
農

家
の
嫁
は
ソ
ワ
ソ
、ワ
し
て
、
落
ち
着
か
な
く
な

る
。
里
帰
り
が
近
い
か
ら
だ
。
 

嫁
は
朝
早
く
か
ら
支
度
を
し
て
、
夫
が
引
く

馬
機
に
乗
っ
て
、
吹
雪
く
嘉
瀬
の
野
合
い
の
雪

道
を
行
く
、
津
軽
の
風
景
が
そ
こ
に
あ
っ
た
も

の
だ
。
嫁
の
解
放
感
に
ひ
た
れ
る
一
刻
で
も
あ

る
 

。
 

普
段
シ
ュ
ー
ト
・
シ
ュー
ト
メ
に
か
し
づ
い
て
酷
使
さ
れ
る
嫁
も
、
 

実
家
に
帰
る
と
 
「
ユ
ッタ
ど
手
足
伸
ば

へ
」
 
「
ユ
ッた
ど
寝
れ
」
「
コ

レ
食
ェ
、
ァ
レ
食
ェ
」
と
、
せ
め
た
て
ら
れ
る
が
、
夫
の
家
に
も
ど
 

れ
ば
、
鬼
婆
ァ
の
目
が
光
っ
て
い
た
。
 

（
あ
き
も
と
）
 

里帰り 

宴瀬の留Y・ 
津
軽
言
葉
の
謎
 

そ
の
四
、
津
軽
語
に
は
「セ
」
の
つく
言
葉
や
「
ラ
行
」
の
言
葉
がな
い
。
 

津
軽
弁
に
は

「
セ
」
 
のつ
く
言
葉
が
少
な
い
、
「
セ
ギ
」
（
堰
）
「セ
 

ン
ダ
ク
」
（
身
な
り
、
服
装
）
等
、数
少
な
い
。
 

ま
し
て
、
「
ラ
行
」
「
ラ
」
「リ
」
「
レ
」
「
ロ
」
 
のつ
く
言
葉
は
、
 

捜
す
の
に
苦
労
す
る
ほ
ど
少
な
い
。
 

し
か
し
、
津
軽
弁
で
は
、
「
ン
」
で
言
葉
が
作
ら
れ
て
い
る
の
が
 

多
数
あ
る
。
何
故
だ
ろ
う
。
 

（
K
)
 

な
る
痛
ま
し
い
出
来
事
だ
っ
た
。
 

後
 
記
 

今
回
の
取
材
に

快
く
応
じ
て
、
懐
か
し

い
郷
土
の
昔
を
語
っ

て
く
だ

さ
っ
た
大
東
ケ
丘
在
住
の
方
々
、
佐
々
木
男
治
氏
、
小
山
内
勝
美
、
元
分

校
教
師
清
野
等
に
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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H

資
料
H
 

故
郷
 
大
東
ケ
丘
の
歴
史
 

昭
和
二
十

一
年
四
月
 

引
揚
者
帰
農
開
拓
入
植

（上
町
）
食
糧
増
産
隊
入
植

（中
町
）
 

一
十
一
年
 

川
倉
二
、三
男
分
家
型
開
拓
団
、
 一
部
引
揚
者
入
植

（
下
町）
 

一
十
二
年
四
月
 

大
橋
忠
雄
開
拓
団
団
長
は
三
ブ
ロ
ッ
ク
合
併
し
、
こ
の
年
よ
り
大
東
ケ
丘
芦
野
開
拓
団
と
名
称
変
更
し
た

o
 

一
十
三
年
春
 

部
落
内
道
路
整
備
工
事
、
電
気
配
線
工
事
、
住
宅
建
設
 
同
年
秋
頃
、
電
気
も
家
庭
に
灯
る
o
 

一
十
三
年
四
月
 

農
業
協
同
組
合
法
改
正
の
た
め
芦
野
開
拓
団
を
改
組
し
芦
野
農
業
協
同
組
合
を
設
立
す
る
。
 

一
十
三
年
九
月
 

青
森
県
委
託
に
よ
り
保
健
衛
生
助
産
婦
と
し
て
古
川
つ
裏
氏
、
三
十
年
ま
で
保
健
衛
生
に
従
事
。
 

一
十
四
年
四
月
 

金
木
小
大
東
ケ
丘
分
校
開
校
（
生
徒
数
五
十
五
名
）
高
学
年
、
低
学
年
の
二
組
複
式
で
あ
っ
た
。
 

部
落
内
神
社
が
田
中
友
太
郎
氏
発
起
人
と
な
っ
て
創
建
 
神
明
宮
出
日
神
社
と
命
名
す
る
。
祭
日
は
毎
年
七
月
十
四
日

で
あ
る
。
 

二
十
六
年
秋
頃
 

開
拓
団
住
宅
建
設
完
了
し
、
五
十
五
戸
の
部
落
と
な
る
。
 

二
十
七
年
四
月
 

一
般
野
菜
作
付
か
ら
乳
牛
飼
育
に
よ
る
酪
農
、
飼
料
用
デ
ン
ト
コ
ー
ン
作
付
。
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日
本
専
売
公
社
よ
り
指
導
員
が
来
村
し
葉
煙
草
耕
作
が
始
ま
る
。
大
東
ケ
丘
葉
煙
草
耕
作
組
合
設
立
。
吉
田
義
治
氏
等

は

一
反
歩
前
後
の
作
付
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
三
十
年
頃
よ
り
二
十
戸
ほ
ど
の
葉
煙
草
作
付
農
家
が
八
反
歩
前
後
作
付
。
 

平
成
十
七
年
現
在
は
三
戸
だ
け
に
な
っ
た
。
 

部
落
内
入
り
ロ
付
近
に
白
川
政
吉
氏
等
発
起
人
と
な
り
村
地
蔵
、
百
万
遍
、
庚
申
様
安
置
す
る
。
 

離
農
農
家
 
青
森
県
よ
り
離
農
資
金
が
支
払
わ
れ
た
。
ま
た
、
離
農
地
は
残
留
開
拓
組
合
員
に
安
価
で
分
配
さ
れ
た
。
 

県
農
林
課
補
助
金
で
金
木
川
上
流
よ
り
水
管
埋
設
し
、
動
力
機
械
で
水
を
引
き
簡
易
水
道
完
工
。
後
年
金
木
町
上
水
道

給
水
ま
で
部
落
民
が
利
用
し
た
。
 

大
東
ケ
丘
分
校
体
育
館
建
設
。
教
職
員
住
宅
増
設
。
 

大
東
ケ
丘
婦
人
ホ
ー
ム
建
設

（
工
藤
安衛
門
跡
地
）
。地
区
の
集
会
、
防
災
指
定
場
所
、
交
流
、
保
健
指
導
の
会
場
と

し
て
平
成
八
年
ま
で
部
落
民
が
利
用
し
た
。
 

入
植
後

（
昭和
二
十
二
年
）
建
設
住
宅
が
老
朽
化
し
、
自
力
で
家
を
建
て
よ
う
と
す
る
。
住
宅
建
築
資
金
の
手
当
て
が
 

問
題
だ
っ
た
が
低
所
得
者
住
宅
支
援
事
業
で
、
三
間
×
四
間
の
住
宅
が
数
戸
建
設
さ
れ
た
。
 

金
木
小
学
校
大
東
ケ
丘
分
校
 
学
校
給
食
始
ま
る
。
 

大
東
ケ
丘
開
拓
、
農
業
協
同
組
合
開
拓
農
地
、
山
林
等
が
全
般
国
土
調
査
し
た
た
め
地
番
変
更
。
 

金
木
小
学
校
大
東
ケ
丘
分
校
 
学
校
プ
ー
ル
完
成
。
 

二
十
八
年
春
頃
 

三
十
一
年
四
月
 

二
十
三
年
春
頃
 

「
干
三
年
 

三
十
四
年
春
頃
 

三
十
八
年
四
月
 

三
十
九
年
 

四
十
年
 

部
落
内
道
路
拡
張
 
路
盤
整
備
工
事
着
工
。
中
町
と
下
町
の
境
界
が
毎
年
春
の
雪
解
け
、
秋
の
大
雨
で
い
つ
も
決
壊
す

る
。
そ
の
場
所
を
整
備
さ
れ
た
お
か
げ
で
、
そ
の
年
の
秋
頃
よ
り
部
落
民
は
安
心
し
て
生
活
し
た
o
 

金
木
営
林
署
 
金
木
山
閉
鎖
と
な
る
o
 

部
落
内
舗
装
工
事
及
び
U
字
溝
設
置
工
事
完
工
 

同
年
五
月
一
日
付
け
で
芦
野
開
拓
団
農
業
協
同
組
合
が
解
散
し
た
o
 

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
K
A

チ
ッ
ク
開
園

（
元
田中
松
太
郎
氏

・
佐
々
木
男
治
氏
所
有
の
畑
地
、
買
収
と

一
部
賃
貸
o

三
町
歩

の
広
さ
だ
っ
た
。）
 

西
北
五
、
弘
南
地
区
か
ら
も
大
勢
の
人
々
が
訪
れ
て
い
た
。
五
十
九
年
十

一
月
で
閉
園
o

開
園
し
て
十
年
だ
っ
た
o
 

金
木
小
学
校
大
東
ケ
丘
分
校
閉
校
。
四
年
生
二
名
、
三
年
生

一
名
で
閉
校
式
を
し
た
o
 

金
木
町
出
身
の
県
議
会
議
員
花
田

一
氏
が
三
H

直
太
郎
氏
所
有
の
農
地
八
反
歩
の
畑
地
を
買
収
し
、
大
東
ケ
丘
サ
ン
ト

ピ
ア
ホ

ー
ム
を
建
設
す
る
。
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金
木
町
昭
和
町
か
ら
大
東
ケ
丘
ま
で
道
路
舗
装
工
事
完
了
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
o
 

大
東
ケ
丘
婦
人
ホ

ー
ム
老
朽
化
の
た
め
大
東
ケ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
建
設
o

集
会
、
防
災
指
定
場
所
、
交

流
の
場
所
と
し
て
部
落
民
が
現
在
利
用
し
て
い
る
。
県
営
山
間
地
域
総
合
農
整
備
事
業
に
よ
り
大
東
ケ
丘
農
村
公
園
が

で
き
遊
具
な
ど
設
置
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
 

四
十
三
年
春
頃
よ
り
 

四
十
五
年
頃
 

四
十
八
年
春
頃
よ
り
 

四
十
九
年
四
月
 

五
十
二
年
三
月
 

五
十
五
年
 

平
成
九
年
 



一
、

神
 
社
（
所
在
位
置
は

番
号
地
図
に
記
載
）
 

⑩
 
熊
 
野
 宮
 

⑩
 
円
生
川
上
神
社
 

⑩
 
立
野
 
神
社

⑩
 
保
食
 
神
社
 

4
5
 保
食
 
神
社
 

郷
社
金
木

村
社
川
倉
 

①
 
金
木
八
幡宮

②
 
「
程
 
神
社
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③
 
不
 
動
 宮
 

47 46 

山
 

神

稲
荷
 
神
社
 

⑥⑤④ 

保神愛 
食 

明宕 
神 
社宮宮 

別
社
不
動
林
 

別
社
金
木

別
社
金
木

村
社
藤
枝

無
格
社
蒔
田

村
社
嘉
瀬
 

村
社
小
栗
崎

村
社
中
柏
木
 

⑥
 

4
8
 磯
崎
 
神
社
 

二
、
寺
 
院
 

⑦
 
金
比
羅
 
宮

⑧
 
嘉
瀬
八
幡宮
 

⑨
 
磯
崎
 
神
社

⑩
 
磯
崎
 
神
社
 

一
五
二
一
5
二
七
大
永
年
間
 

一
六
六
八
寛
文
八

年
正
保
年
間
 

（
一
六
四
四
ー
四七
）
の
説
も
あ
り
 

一
六
八
〇
延
宝七
年
今
須
村
よ
り
遷
座
 

六
八
一
延
宝
八年
再
建
 

六
五
九
万
治
二
年
再
建
 

七
〇
四
5
一
〇
宝
永年
間
勧
請
 

六
一
五
と
一
三
元
和
年
中
勧
請
か
 

五
七
二
元
亀
三
年
安
土
桃
山
時
代
再

建
 

一
六
三
三
寛永
一
〇
年
再
建
 

一
三
四
二5
四
四
康
永
年
間
村
と
共
に

創
建
と
伝
わ
る
 

村
社
喜
良
市
 
一
五
八
四
天
正
十
二
年
安
土
桃
山
時
代

再
建
さ
る
 

無
格
社
喜
良市
一
六
五
八
万
治
元
年
ー
六
一
寛
文
元
年

万
治
ー
寛
文
の
項
勧
請
 

村
社
喜
良
市
 

一
六
七
二
寛
文
十
二
年
再
建
 

無
格
社
嘉
瀬
 
一
八
〇
四
5
〇
七
文
化
年
間
俗
称
馬
頭

観
音
 

無
格
社
金
木
山
 

道
 

金
木
山
道
 

無
格
社
喜
良
市
 

野
崎
 

嘉
瀬
雲
雀
野
 

川
倉
観
音
 

藤
 
の
 
滝
 

十
和
田
神
社
 

七
 
ッ
 
滝
 

嘉
瀬
い
ご
く
穴
跡
 

44 43 42 41 40 

藤
枝
 
紫
雲
庵
 

嘉
瀬
 
明
誓
庵
  

20良市山

小林寺 

19

妙光
庵 

18山

照蓮院 

17青蓮山妙

乗寺 

16金竜LU

南台
寺 

15金木LU
雲

祥寺 

浄
土
宗
・
享
保
の
頃
創
立
と
伝
わ
る
 

真
宗
・
不
祥
 

火
災
に
あ
い
古
い
記
録
焼
失
 

曹
洞
宗
喜
良

市
一
七
一
四
正
徳
四

・
数
度
の
 

古
い
時
代
の
由
緒
あ
る
庵
寺
 

浄
土
宗
嘉
瀬

一
七
一
六
ー
三
五
享
保
年
間

・
 

開
創
 

浄
土
宗
金
木

一
六
九
四
元
禄
七
・
浄
頓
法
師
 

エ
門
に
よ
り
川
内
村
よ
り
金
木
に
移
転
 

日
蓮
宗
金
木

一
七
一
四
正
徳
四

・
荒
関
利
右
 

西
坊
開
基

（
生
玉角
兵
衛
）
 

 

員
宗
大
谷
派
金
木

一
五
九

一
天
正
十
九

・
休
 

尚開
基
 
曹

洞
宗
金
木

一
五
九
六
慶
長
元

・
繁
翁
茂
和
 

三
、
遺
跡
、
文
化
遺
産
 

(
u
'
v
 

nノ
］
 

(U
 

つ
J
 

『
上
 

ハ
くv
 

（「
ノ］
 

（
くJ
 

（
くu
 

つ

J
 

35 34 

28 27 26 25 24 23 

金
木
城
比

小
田
川
城
比

嘉
瀬
城
比

嘉
瀬
東
館
跡

嘉
瀬
西
館
跡

中
柏
木
城
比

下
の
切
道
跡
 

2
1
 千
苅
遺
跡
 

2
2
 相
野
山
遺
跡
 

芦
野
遺
跡
①
 

芦
野
遺
跡
②
 

妻
の
神
遺
跡
①

妻
の
神
遺
跡
②

藤
枝
遺
跡
 

坂
本
遺
跡
 わ

が
ふ
る
さ
と
（
金
木
町）
の
歴
史
を
探
る
 

一
三
三
三
年
よ
り
一
六
九

八
年
ま
で

の
年
表
 

木
 

村
 
治
 

利
 

四
、
民
間
信
仰
 

3
6
 湯
 

の
 
沢
 
（
隠
れ
切
支

丹
の
住
居
跡
と
思
わ
れ
る
）
 

3
7
 十
二
本
ヤ
ス
 

3
8
 川
倉
地
蔵
尊
 

39 

嘉
瀬
観
音
 

五
、
そ
の
他
伝
承

・
伝
説
史
跡
等
 

（佐
野

駒
三

郎
氏

よ
り
提
供
）
 

-71一 

／
ー
 

 
ロ
 

、
 

ノ
 

ー
 
ー
 

ホ
 

へ
 

・

k
ー
 

チ
 

ヌ
 

男
源
常
盛
、
女
源
常
盛
（
川
倉
）
古
墳
 

牧
場
別
当
の
林

（
牧
場
と
金
木八
幡
宮
の
発
祥
の
地
）
 

渡
り
 

水
取
沢
・
舟巻
沢
 
（
飲
料水
を
積
出
し
た
と
こ
ろ
・
当
時
の
船
着
場
）
 

屋
型
森
（
弁
慶
の
石
）
 

前
方
後
円
墳
及
横
穴
住
居
跡
（
先
住
民
族
の
住
居
跡
）
 

雲
祥
寺

（
五
輪
の
塔
）
 

袖
柳

（
金
木
発祥
の
地
）
 

弥
次
兵
衛
屋
敷

（
中柏
木
）
 

喜
良
市
の
舘
こ
（
舘
穴
多
数
あ
り
）
 



一 72 ー 

ョ カ ワ オ 

川
口
港
跡
 

吉
田
松
陰
昼
食
の
場
所
 

ー
ー
 ッ
 
森
 
（古
墳
）
 

人
 
丸
 
崎
 
（
嘉瀬
清
久
溜
池
東
側
）
 

一
 一
 

一
 一
 

一
 一
 

「
 

「
 

記
 

事
 

鎌
倉
幕
府
滅
亡
、
北
条
高
時
ら
死
に
北
 

条
氏
滅
ぶ
。
 

建
武
の
新
政
は
じ
ま
る
。
 

足
利
尊
氏
幕
府
を
開
く
。
（南
北
朝
時
 

代
始
ま
る
）
 

応
仁
元

延
徳
一
1
1
 

一
四
六
七

一
四
九
一
 

西
 

暦

一
一
一
一
三
「
一
 

一
三
三
四

一
一
一1
1
1

一
六
 

年
号

元
弘
三
 

建
武
元

延
元
元
 

ル
 
倉
し
け
台
 
（
舘
穴
多
数
あ
り
）
 

四
三
 

四
ニ
ー
四
四
 

四
四
 

四
七
 

七
八
 

康
永
一
一
 

康
 
永

元
ー
三

興
国
五
 

（南
朝
）
 

興
国
八
 

天
授
四
 

一
五
二
一
ー
二
七
 

一
五
四
三
 

大
永
年
間
 

天
文

一
一
一
 

安
部
貞
秀
が
作
成
し
た
地
図
に
、
中
柏

木

・
嘉
瀬

・
小
田
川
等
が
記
載
さ
れ
る
。
 

村
社
中
柏
木
磯
崎
神
社
、
村
と
共
に
創

建
と
伝
わ
る
。
 

朝
日
左
工
門
尉
行
安

（
藤
原
景房
）
飯

詰
高
楯
城
築
城
す
。
 

嘉
瀬
光
明
宗
範
に
、
嘉
瀬
山
に
支
城
築

城
を
命
じ
る
。
 

朝
日
左
工
門
尉
は
、
浪
岡
城
主
九
代
北

畠
顕
村
の
幕
下
顕
村
は
、
親
房
の
子
孫

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
浪
岡
を
拠
点
に

付
近
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
。
 

応
仁
の
乱
 

津
軽
始
祖
光
信
公
種
里
へ
入
る
。
久

慈
姓
、
南
部
守
行
の
家
来
、
久
慈
か
ら

三
六
人
の
武
将
を
率
い
て
種
里
へ
。
安

部
氏
、
南
部
氏
に
敗
れ
、
蝦
夷
地
松
前

へ
退
く
。
 

郷
社
金
木
八
幡
宮
勧
請
、
浪
岡
城
主
北

畠
永
郷
建
立
 

鉄
砲
伝
来

（
種
子
島
ヘ
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

が
伝
え
た
と
い
う
）
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西
 
暦

一
五
五
〇
 

一
五
六
七

一
五
七
一
一
 

一
五
七
三
 

一
五
七
八
 

年
号

天
文

一
九
 

永
禄
十

元
亀
三
 

天
正
元
 

天
正
六
 

天
正
十
一
一
 

天
正
十
1
1
1
 

記
 

事
 

津
軽
初
代
藩
主
為
信
、
赤
石
城
で
出
生
 

（寛
政
重
修
諸
子
譜
）
 

石
川
城
攻
略
 

嘉
瀬
八
幡
宮
再
建
（
安
土
桃
山
時

代
）
 

さ
る
。
 

室
町
幕
府
最
後
の
将
軍
義
昭
、
宇
治
槙

島
に
兵
を
挙
げ
、
織
田
信
長
に
敗
れ
、
 

室
町
幕
府
ほ
ろ
ぶ
。
 

為
信
浪
岡
城
を
攻
め
る
。
浪
岡
城
落
城

北
畠
顕
村
自
害
滅
ぶ
。
 

飯
詰
高
楯
城
主
、
朝
日
左
工
門
尉
行
安
 

（
藤
原
景
房）
、為
信
に
抵
抗
、
十
数
年
、
 

そ
の
間
数
回
に
渡
り
、
大
浦
為
信
の
攻

撃
を
受
け
乍
ら
も
、
「節
に
屈
せ
ず
」
孤

立
無
縁
の
辺
境
に
あ
り
乍
ら
大
浦
軍
を

撃
退
し
た
。
 

大
浦
軍
兵
三
〇
〇
〇
人
で
高
楯
城
攻
撃

に
失
敗
し
た
。
朝
日
左
工
門
尉
幕
下
の

金
岐
城
津
島
金
右
工
門
大
浦
軍
に
寝
返

り
為
信
騎
下
武
将
と
し
て
高
楯
城
攻
撃

に
参
戦
し
た
。
 

の
三
浦
兼
光
軍
勢
を
不
意
打
ち
し
敗
退

さ
せ
、
更
に
西
館
・
東
館
へ
と
二
軍
に

別
れ

一
気
に
西

・
東
館
を
滅
亡
せ
ん
と

猪
突
猛
進
攻
撃
し
て
き
た
が
、
嘉
瀬
西

・

東
両
館
の
三
浦
、
浜
館
軍
は
鎧
兜
を
身

に
つ
け
、
必
死
に
防
戦
、
金
木
軍
勢
を

遂
に
撃
退
さ
せ
た
。
 

し
か
し
、
津
島
軍
は
再
び
為
信
の
助
勢

を
得
、
五
〇
〇
余
名
の
軍
勢
で
嘉
瀬
城

を
攻
撃
、
こ
の
時
嘉
瀬
城
の
兵
力
二
五

〇
名
の
う
ち
嘉
瀬
城
に

一
五
〇
名
。
小

田
川
城
に
四
〇
名
、
東
館
二
五
名
、
西

館
三
五
名
、
騎
馬
十
五
頭
で
応
戦
、
多

勢
に
無
勢
な
る
も
小
田
川
の
八
重
・
佐

助
と
共
に
金
木
軍
に
夜
襲
や
奇
襲
攻
撃

を
か
け
、
枯
野
原
に
火
を
放
ち
、
つ
い

に
敗
退
さ
せ
た
。
 

村
社
喜
良
市
熊
野
宮
安
土
桃
山
時
代
に

再
建
さ
る
。
 

油
川
の
南
部
氏
、
代
官
奥
瀬
善
九
郎
を

油
川
城
か
ら
駆
遂
し
て
、
外
浜

一
帯
を

平
均
し
た
。
 

記
 
事
 

朝
日
左
工
門
尉
、
金
岐
城
に
備
え
に
嘉

瀬
各
城
に
命
じ
る
。
 

再
度
大
浦
為
信
軍
は

岩
木
川
を
下
り
高

楯
城
を
正
面
攻
撃
、

こ
れ
に
抗
戦
数
年

と
い
う
持
久
戦

つ
い
に
敗
退
さ
せ
た
。
 

（
八重
、
佐
助
、
枯
野
の
火
を
放
ち
）
 

高
楯
城
の
家
臣
、
三
上
定
之
画
は
、

為

信
軍
の
再
度
の
攻
撃
を
予
知
し
嘉
瀬
城

に
使
者
を
出
し
嘉
瀬
光
明
宗
範
に
防
戦

体
制
を
命
じ
た
。
 

光
明
は
、
直
ち
に
友
邦
八
重
と
、
佐
助

を
小
田
川
城
に
配
置
し
、

嘉
瀬
東
館
に
 

（
現畑
中
北
側
丘
陵
館
コ
）
に
浜
館
三
郎

永
光
を
配
置
し
、

同
じ
く
西
館
（
現
八

幡
宮
在
地
）
に
三
浦
権
十
郎
重
孝
を

配

し
た
。
三
浦
の
実
弟
三
浦
光
兼
定
平
を

萩
元
川
に

（
嘉
瀬
と
金
木
の
間
の
川
コ
）
 

配
し
、
職
を
立

て
家
臣
拾
数
名
、
騎
馬

数
頭
を
配
備
し
、
防
戦
体
制
を
整
え
た
。
 

金
岐
城
津
島
金
右
工
門
は
、
大
浦
為
信

の
助
勢
を
得
、
総
力
数
十
名
の
軍
勢
で

嘉
瀬
城
を
攻
撃
、
萩
元
川
で
防
戦
体
制
 

為
信
、
尻
無
に
本
陣
、
津
島
金
右
工
門

を
東
館
・
西
館
を
攻
撃
さ
せ
る
。
新
城

白
旗
城
番
阿
部
孫
三
郎
、
新
城
よ
り
山

越
え
背
後
よ
り
嘉
瀬
城
を
攻
撃
す
る
。
 

東
館
・
西
館
炎
上
、
嘉
瀬
城

・
小
田
川
一

城
遂
に
落
ち
る
。
朝
日
氏
の
義
に
準
じ
 

固
く
な
蝦
夷
人

の
強
情
張
を
見
せ
、
八
 

重
、
佐
助
討
死
す
。
 

西
館
八
幡
宮
跡

（
空堀
）
三
浦
権
十
郎
 

重
孝
 

東
館
切
割
楯
跡
丘

（
空堀
）
浜
館
三
郎
 

永
光
 

嘉
瀬
城
現
小
田
川
温
泉

（
空堀
）
嘉
瀬
 

光
明
宗
範
 

小
田
川
城
 

友
邦
茜
長
八
重

・
佐
助
 

飯
詰
高
楯
城
落
城
す
。
 

為
信
津
軽
の
本
領
安
堵
の
朱
印
状
を
秀
 

吉
か
ら
貰
う
 

奥
羽

一
円
大
閣
検
地
 

忌
来
地

村
二
五
六
石
六

斗
 
金

木
村
 

一
八
六
石
三
斗
 

中
柏
木
村
 
四

石

一
斗
二
升
薄
市
村

一
 

西
 

暦
 
年
号
 

一
五
七
九
 

天
正
七
 

一
五
八
一
一
 

天
正
十
 

天
正
十
五
 

天
正
十
六
 

一
五
九
〇
 

天
正
十
八
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